
潤いファイル使い方ガイドブックについて

１．ガイドブックの必要性

潤いファイルは、本人（子ども）・家族・各機関の支援者が共有するものであるため、その使用に当たって
は、本人をはじめ、家族や支援者全員が潤いファイルについて同じ理解と認識を持つ必要があります。
しかしながら、日頃から潤いファイルを使い慣れていない機関からは、書き方がわからないとのお問合せを
いただいている状況です。
そこで、ご本人やご家族が潤いファイルを使い始めるときや、特別な支援を必要とする子どもへの対応に慣
れていない機関が作成するときなど、潤いファイルについて理解し、有効に活用できるようになることを目的
として、使い方ガイドブックを作成します。

２．スケジュール

時期 予定 備考

R３.８.２６ 第１回発達障害者支援地域協議会 素案の提示

R３.９～１０ 庁内関係課への照会・意見募集 修正版素案の提示

R３.１１～１２ 意見反映作業・レイアウト編集

R４.１ 庁内関係課への確認依頼 確定案（案）の提示

R４.３.１７ 第２回発達障害者支援地域協議会 確定案の提示
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